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総合教育センター管理運営費

１　事業概要

　総合教育センターにおける研修等の事業運営を円滑に

行い、所期の研修効果を得るために、各種機器及び設備

を確実に運用させる必要がある。

（１）管理運営費 △407千円

　　　施設管理に係る契約差金による委託料等の減

（２）情報機器整備費 △3,473千円

　　　長期継続契約に係る契約差金による使賃料等の減

（３）資料室経費 △156千円　消耗品費執行残分減

（５）農業教育生徒実習 △1,573千円

　　　バス賃借契約差金による使賃料等の残

（６）｢科学の甲子園大会｣埼玉県予選事務費

      △1,819千円　会場使用料、報償費等執行残分減

２　事業主体及び負担区分

　「科学の甲子園大会」埼玉県予選事務費

　（県1/2・（独）科学技術振興機構1/2）※上限1,200

千円

　その他(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　普通交付税(単位費用)

　(区分)その他教育費

　(細目)教育研究センター費

　(細節)教育研究センター費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×15.5人＝147,250千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　管理運営費 　　　　事業の運営を円滑に行うため、施設設備の適正な維持管理を行う　　 7,908千円
　　イ　情報機器整備費 　　                                       　　　　　　　　　　　 52,452千円
　　　　教職員の研修・研究を支援する研修サポートシステム運用して事業の円滑な実施を図る
　  ウ　資料室経費　　　　 教育関係資料を収集・整理・保存し、教職員の調査研究を支援する　 1,404千円
    エ　ブロック会議等経費 全国及び関東の研究協議会等への参加費用　　　　　　　　　　　　　 398千円
　　オ　農業教育生徒実習   農業関係高等学校の教科「農業」に関する実験実習を行う　　　　　 4,020千円
　　カ　「科学の甲子園大会」埼玉県予選事務費　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　581千円
　　    「科学の甲子園全国大会」埼玉県予選を実施するための経費

（２）事業計画
　　ア　総合教育センターにおける事業の円滑な運営を行うため、施設設備の適正な維持管理を行う。
　　イ　農業教育生徒実習について、各学校の年間指導計画により、2泊3日の日程で実施する。また、実習を通じて、
　　　　十分な知識と経験を高めるとともに、規律や秩序を守る態度が身につく。
　　ウ　「科学の甲子園全国大会」埼玉県予選を実施するとともに、代表チームが全国上位を目指せるレベルまで

　　オ　農業教育生徒実習：生徒実習用バス賃借契約差金に伴う使用料及び賃借料等の減額。

　　　高める。

（３）事業効果
　　　平成23年度、｢第1回　科学の甲子園全国大会｣において、県立浦和高校が優勝。

（４）補正予算の概要
　　ア　管理運営費：施設管理に係る委託業務契約差金に伴う委託料等の減額。
　　イ　情報機器整備費：情報機器長期継続契約に係る契約差金に伴う使用料及び賃借料、委託料の減額。
　　ウ　資料室経費：執行残による消耗品費の減額。
　　エ　ブロック会議等経費：執行残による旅費の減額。

(単位：千円)

（４）ブロック会議等経費 △23千円　旅費執行残分減

　　カ　「科学の甲子園全国大会」埼玉県予選事務費：執行残による会場使用料、報償費等の減額。

分野施策


